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令和７年　令和７年　第４回定例会第４回定例会

　一般会計予算においては、人事院勧告等に伴う人件費等の改定と、深山山麓少年の森の改修工事費
（じゃぶじゃぶ池）や山元町デイサービスセンター「知楽荘」の修繕費用を計上したほか、自立支援
介護訓練等給付費、町内各排水機場の電気料金増額により不足が見込まれることから、必要額を予算
化しました。

○一般会計補正予算概要

○主な補正予算事業
・老人福祉施設整備費負担金（知楽荘）� 153万円
・自立支援介護訓練等給付費（利用者の増）� 2,803万円
・深山山麓少年の森改修工事（じゃぶじゃぶ池）� 500万円

（単位：万円）
会　計　名 補 正 額 総  　額

一 般 会 計 1億1,481万円 86億6,504万円
国民健康保険事業特別会計 1,117万円 17億2,710万円
介護保険事業特別会計 2,800万円 16億4,100万円
水 道 事 業 会 計 564万円 5億3,250万円
下 水 道 事 業 会 計 2,141万円 11億  249万円

○令和７年度　各種会計補正予算一覧表

○丸子　直樹　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ４
　★１　山元町におけるクマ目撃情報と調査・情報提供体制について
　★２　町管理路線における雑草対策の強化と地域協働による防草対策等について

○大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ５
　★１　都市計画マスタープランの改定に伴う関連事項について
　★２　クマ対策について

○齋藤　俊夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ６
　★１　約束を守る健全な町政運営について

○岩佐　秀一　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ７
　★１　農業振興地域整備計画の進捗状況について
　　２　元坂元中学校跡地の事業進捗状況について
　★３　子育て世帯への支援について

○伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ８
　★１　公共施設（含む学校）等の衛生管理について
　★２　児童・生徒の学校生活の現況について

○遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ Ｐ９
　★１　国民健康保険事業の取り組みについて
　★２　町営住宅の取り組みについて
　　３　クマ対策について

○一般質問とは
　町の行政全般にわたり、状況
や見通しを聞き疑問点をただし、
所信の表明を求めるもの。

※スペースの都合上、質問項目の前に「★」が付いて
いる内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右の二次元
バーコードから録画映像をご覧ください。➡

一般質問大綱一覧

一 般 質 問 我が町政を問う我が町政を問う

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭き
ょ
く 

日じ
つ 

双そ
う 
光こ

う 
章し

ょ
う

阿あ

　
部べ

　
　
　
均ひ

と
し 

氏
（
中
山
区
）

　
町
議
会
議
員
を
６
期
に
わ
た
り
努
め
ら
れ
、

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
８

年
間
は
議
長
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
と
い

う
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

係
る
議
会
運
営
を
、
的
確
か
つ
力
強
く
行
わ

れ
た
功
績
を
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
紹
介

議
会
議
員
在
籍
期
間
（
24
年
６
月
）

　
平
成
11
年
５
月
１
日
～

令
和
５
年
11
月
12
日

○定例会概要
　第４回定例会は12月５日から12日まで８日間の日程で開催されました。
　今回の会議では、町長から提案された議案12件（条例６件、補正予算５件、その他１件）のほか、
第３回定例会から継続審査としていた条例１件を審議し、すべて原案の通り可決しました。
　また、６人の議員が、今後のまちづくりや町政運営について一般質問を行いました。その内３
人がクマ対策に関する質問を行うなど、クマに対する注目が集まった定例会となりました。

改修を待つじゃぶじゃぶ池

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
本
町
に
お
け
る
ク
マ

出
没
の
状
況
と
、
人
的
被

害
及
び
農
作
物
被
害
の
有

無
は
。

答　
令
和
７
年
度
は
８
件

の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
久
保
間
地
区

で
の
１
件
を
除
き
、
現
地

で
ク
マ
と
断
定
で
き
る
痕

跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
町
内
に
お
い
て
人

的
被
害
及
び
農
畜
産
物
被

害
の
報
告
は
、
現
時
点
で

は
な
い
。

　
今
後
も
、
情
報
収
集
及

び
状
況
確
認
に
努
め
て
い

く
。

問　
現
地
確
認
の
体
制
及

び
手
順
は
ど
う
か
。

答　
職
員
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
及
び
警
察
官

が
現
地
に
出
向
き
、
足
跡
、

糞
、
食
痕
な
ど
を
専
門
的

知
見
に
よ
り
確
認
し
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
と
の
判
別
を

行
っ
て
い
る
。
証
拠
と
な

る
画
像
の
保
存
及
び
共
有

も
行
い
、
検
証
を
重
ね
て

い
る
。

問　
調
査
結
果
の
住
民
周

知
の
改
善
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
は
。

答　
現
在
は
、
防
災
行
政

無
線
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ク
マ
出
没
の
状
況
と
対
策
は

町
長　
安
全
最
優
先
で
対
応
進
め
るン

ア
プ
リ
に
よ
り
目
撃
情

報
を
周
知
し
て
い
る
。
今

後
は
、
目
撃
情
報
と
調
査

結
果
を
一
覧
化
し
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
。
ま
た
、
広
報
誌
に
よ

る
掲
載
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

問　
猟
友
会
な
ど
と
の
連

携
及
び
安
全
確
保
の
取
り

組
み
は
。

答　
第
一
線
で
活
動
す
る

隊
員
の
安
全
を
最
優
先
と

し
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

の
配
備
な
ど
を
進
め
て
い

る
。
引
き
続
き
、
警
察
及

び
関
係
機
関
と
連
携
し
、

体
制
強
化
と
人
身
被
害
防

止
に
取
り
組
む
。

丸
まる

子
こ

 直
なお

樹
き

 議員

町道管理の課題

問　
町
道
や
公
共
地
に
お
け
る

雑
草
繁は

ん

茂も

の
現
状
と
管
理
方
針

は
。

答　
道
路
の
安
全
性
及
び
景
観

確
保
の
観
点
か
ら
、
維
持
管
理

業
者
及
び
職
員
に
よ
る
巡
視
を

行
い
、
住
民
か
ら
の
通
報
も
踏

ま
え
て
除
草
作
業
を
実
施
し
て

い
る
。
近
年
は
猛
暑
な
ど
の
影

響
に
よ
り
雑
草
の
繁
茂
が
早
く
、

対
応
が
難
し
い
箇
所
も
生
じ
て

い
る
。

問　
地
域
と
の
協
働
体
制
の
現

状
と
評
価
は
。

答　
行
政
区
に
よ
る
環
境
美
化

活
動
や
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も

町道の雑草対策強化を
町長　地域連携で進める

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員

問　
令
和
7
年
7
月
か
ら

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

不
具
合
通
報
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
住
民
通
報

を
道
路
補
修
計
画
に
反
映

す
る
仕
組
み
は
。

答　
早
急
に
現
場
を
確
認

し
、
緊
急
度
や
重
要
度
を

判
断
し
な
が
ら
適
切
な
対

応
に
努
め
る
。

問　
通
学
路
の
点
検
結
果

は
。

答　
毎
年
、
定
期
的
に
点

検
を
実
施
し
て
き
た
。
町

道
東
街
道
線
の
鷲
足
区
か

ら
山
寺
区
ま
で
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

定
め
て
い
な
い
。

問　
将
来
的
に
道
路
拡
張

の
整
備
計
画
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　
津
波
に
お
い
て
は
国

道
６
号
よ
り
西
側
の
高
台

避
難
と
な
っ
て
い
る
。
真

庭
に
向
か
う
道
路
は
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
進
ん
で

い
な
い
。
今
回
の
提
起
は

大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

度
か
ら
測
量
調
査
業
務
に

着
手
し
た
。

問　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

な
ど
の
整
備
計
画
は
。

答　
地
区
か
ら
の
要
望
を

受
け
現
地
確
認
を
行
い
、

危
険
性
を
把
握
し
た
上
で
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
防

護
柵
の
設
置
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
。

問　
国
道
か
ら
東
街
道
ま

で
の
道
路
を
拡
張
す
る
整

備
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
歩
道
が
な
い
路
線
が

多
く
、
整
備
の
必
要
性
は

理
解
し
て
い
る
が
、
現
地

点
で
は
具
体
的
な
計
画
は

国
道
か
ら
東
街
道
ま
で
の
道
路
整
備
は

町
長　
こ
の
提
起
は
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る

問　
小
・
中
学
生
を
ク
マ
か
ら

守
る
た
め
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ

て
い
る
か
。

答　
県
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き

作
成
し
た
も
の
で
、
遭
遇
時
の

行
動
指
導
や
校
内
待
機
の
判
断

基
準
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な

ど
が
記
載
し
て
あ
る
。

問　
具
体
的
な
対
策
は
。

答　
遭
遇
時
の
指
導
な
ど
を
学

校
で
実
施
し
、
目
撃
情
報
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
へ

の
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
う
。

問　
町
民
を
ク
マ
か
ら
守
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。

答　
1
段
階
と
し
て
被
害
の
未

然
防
止
の
た
め
、
被
害
防
止
策

の
周
知
、
2
段
階
と
し
て
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
迅
速
に
注

意
を
呼
び
か
け
る
。
3
段
階
と

し
て
ク
マ
確
認
の
場
合
を
想
定

し
、
緊
急
銃
猟
制
度
に
基
づ
く

対
応
を
し
て
い
る
。

町民をクマから守るための対策は
町長　目撃情報を防災無線ですぐ提供する

問　

ス
マ
ホ
情
報
ア
プ
リ

「
＠Info Canal

」
を
も
っ
と

周
知
す
る
考
え
は
。

答　
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
使
い

広
報
し
て
、
周
知
し
た
い
。

問　
目
撃
情
報
を
町
民
に
提
供

す
る
際
に
具
体
的
な
場
所
を
示

す
考
え
は
。

答　
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
住
所
、

場
所
、
目
印
を
発
信
し
た
い
。

大
変
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
協
力
関
係
の
構
築

に
努
め
る
。

問　
防
草
技
術
の
活
用
に
対
す

る
考
え
方
は
。

答　
舗
装
、
防
草
シ
ー
ト
、
除

草
剤
散
布
な
ど
の
手
法
に
つ
い

て
、
費
用
対
効
果
や
周
辺
環
境

へ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
適

切
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
町
直
営
、
委
託
及
び
地
域

協
働
を
相
互
補
完
し
、
効
率
的

な
道
路
維
持
管
理
に
取
り
組
む
。

併
せ
て
、
適
期
除
草
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
周
知
し
て
い
く
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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問　
令
和
６
年
3
月
か
ら
、

農
用
地
区
域
除
外
な
ど
の

受
付
を
休
止
し
て
い
た
が
、

12
月
1
日
か
ら
再
開
さ
れ

た
。
そ
の
周
知
方
法
は
。

答　

県
の
同
意
を
得
て
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
12
月
号
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
周
知

し
て
い
る
。

問　
農
業
振
興
地
域
エ
リ

ア
の
見
直
し
状
況
は
。

答　
山
元
東
部
地
区
農
地

整
備
事
業
区
域
を
農
用
地

区
域
に
編
入
し
、
山
間
地

や
土
地
が
荒
れ
て
い
る
小

規
模
な
農
地
を
区
域
か
ら

除
外
し
た
。

問　
除
外
区
域
と
な
っ
た
、

「
山
元
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
周
辺
の
土
地
活
用

を
町
発
展
の
起
爆
剤
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
当
該
区
域
は
、
高
速

道
路
な
ど
の
整
備
に
伴
い

農
地
が
分
断
さ
れ
る
な
ど
、

農
地
に
適
さ
な
い
区
域
で

あ
る
こ
と
や
、
国
道
6
号

に
直
結
す
る
県
道
角
田
山

元
線
に
接
す
る
交
通
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
土
地
有
効

活
用
を
見
据
え
、
農
用
地

域
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
状
況
は

町
長　
今
後
の
土
地
有
効
活
用
を
見
据
え
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

現
時
点
で
は
町
と
し
て
具

体
的
な
方
針
や
計
画
は
策

定
し
て
い
な
い
が
、
利
便

性
の
高
い
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

岩
いわ

佐
さ

 秀
しゅう

一
いち

 議員

問　
公
約
19
項
目
の
う
ち

達
成
が
16
、
達
成
急
ぐ
を

３
と
し
て
い
る
が
、
外
部

要
因
で
断
念
し
た
も
の
を

達
成
と
し
、
一
部
達
成
を

全
て
達
成
と
す
る
の
は
理

解
で
き
な
い
が
。

答　
で
あ
れ
ば
達
成
と
せ

ず
に
す
る
。

問　
危
機
管
理
部
局
の
設

置
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

の
外
部
委
託
見
直
し
は
、

担
当
課
長
説
明
で
断
念
し

な
が
ら
達
成
と
す
る
の
は

無
理
筋
で
は
。

答　
認
識
を
訂
正
し
た
の

で
達
成
で
は
な
い
。

答　
こ
の
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

落
胆
し
、
私
に
対
し
て
そ

う
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

問　
小
学
校
の
統
廃
合
計

画
も
坂
元
地
区
の
皆
さ
ん

に
期
待
を
持
た
せ
た
が
、

結
論
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。

再
検
討
に
要
し
た
１
年
が

再
編
小
学
校
の
開
校
２
年

遅
れ
と
な
り
、
望
ま
し
い

教
育
機
会
提
供
が
先
延
ば

し
で
時
間
の
浪
費
、
建
設

費
が
膨
ら
む
事
に
な
っ
た

認
識
は
。

答　
建
設
費
が
膨
ら
む
事

に
な
る
が
無
駄
で
は
な
く
、

再
考
は
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

問　
公
約
達
成
は
一
部
達

成
を
含
め
19
項
目
中
５
項

目
、
達
成
率
は
30
％
に
も

満
た
な
い
。
公
約
は
任
期

内
に
で
き
る
事
を
掲
げ
た

と
明
言
し
て
い
る
が
。

問　
国
保
基
金
を
活
用
し

健
診
無
料
化
を
１
つ
増
や

し
た
が
、
国
保
と
は
異
質

で
何
ら
手
掛
け
て
い
な
い

介
護
保
険
料
免
除
を
含
め
、

全
部
達
成
と
す
る
の
は
無

理
筋
で
は
。

答　
住
民
の
た
め
に
、
１

つ
２
つ
で
も
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
達
成
と
し
た
。

問　
坂
元
地
区
保
育
所
再

建
を
軸
と
し
た
保
育
事
業

拡
充
は
、
皆
さ
ん
に
期
待

を
持
た
せ
は
し
ご
を
外
す

か
の
ご
と
く
で
、
失
望
感

が
膨
ら
む
典
型
的
な
事
例

で
あ
り
、
そ
の
認
識
は
。

必
ず
実
現
す
る
と
し
た
公
約
の
達
成
は

町
長　
全
部
は
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
た
い

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

答　
全
部
は
で
き
な
い
こ

と
を
認
め
る
。

問　
地
元
紙
の
「
市
町
村

長
手
腕
点
検
」
で
は
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
と
の

指
摘
だ
が
、
町
の
将
来
像

は
。

答　
細
か
い
ビ
ジ
ョ
ン
は

今
後
考
え
た
い
が
、
町
を

大
都
会
に
す
る
つ
も
り
は

な
く
、
仙
台
市
に
近
い
の

で
、
の
ん
び
り
し
た
田
舎

暮
ら
し
の
で
き
る
町
づ
く

り
が
私
の
夢
で
あ
る
。

問　
陳
情
書
へ
の
署
名
活

動
が
政
治
活
動
に
は
該
当

し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
が
、
一
方
的
な
集
会
所

へ
の
出
入
り
禁
止
、
区
イ

ベ
ン
ト
で
区
役
員
が
「
区

外
者
は
帰
っ
て
下
さ
い
」

な
ど
、
根
拠
の
な
い
言
動

や
憶
測
が
飛
び
交
い
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
横
行
し
て

齋
さい

藤
とう

 俊
とし

夫
お

 議員

い
る
。

　

町
長
の
関
係
者
が
関

わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
、
解
消
に
向
け
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
べ
き
で
は
。

答　
指
摘
の
方
も
い
る
と

は
思
う
が
、
今
後
そ
う
し

た
場
合
に
は
し
っ
か
り
対

応
す
る
。

問　
高
校
の
無
い
北
海
道
南な

ん

幌ぽ
ろ

町ち
ょ
うで

は
、
通
学
費
助
成
金
と
し
て
月
最
大

1
万
円
を
助
成
し
て
い
る
。
本
町
も

高
校
が
無
く
、
子
育
て
世
帯
の
通
学

費
負
担
が
多
い
こ
と
が
、
少
子
化
要

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
改
善
策
と
し
て
、
通
学
定
期

券
購
入
の
一
部
負
担
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
南
幌
町
も
本
町
と
同
様
に
高
校

が
無
く
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽

減
と
教
育
機
会
の
確
保
を
目
的
に
、

通
学
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
ま
た
県
内
に
お
い
て
も
、

通
学
定
期
券
購
入
費
用
を
補
助
し
て

い
る
事
例
が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
施
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、実
施
に
つ
い
て
調
査・

研
究
す
る
。

問　
来
年
度
か
ら
高
校
授
業
料
が
無

償
化
さ
れ
る
と
、
高
校
の
無
い
山
元

町
住
民
は
、
他
市
町
村
と
の
通
学
費

格
差
が
生
じ
る
の
で
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

答　
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

通学費を助成する考えはないか
町長　実施について調査・研究する

そ
の
他
の
質
問

　
元
坂
元
中
学
校
跡
地
の
事
業
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。

問　

将
来
構
想
と
し
て
、

周
辺
市
町
で
あ
る「
丸
森・

角
田
・
新
地
」
と
協
力
し

て
開
発
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答　
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
考
え
て
い

く
。

少ない通学生

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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家賃減免措置のさらなる延長を
町長　取り扱いを検討している

国
保
税
率
引
き
下
げ
で
負
担
軽
減
を

町
長　
財
源
の
安
定
を
図
る
う
え
で
考
え
に
く
い

問　
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら

町
と
県
と
の
共
同
運
営
の

保
険
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
保
険
制
度
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
が
、
町
国
保

事
業
へ
の
影
響
は
。

答　
こ
れ
ま
で
町
が
独
自

に
財
政
運
営
し
て
き
た
が
、

今
後
は
県
か
ら
示
さ
れ
る

「
標
準
保
険
料
率
」
及
び

「
事
業
費
納
付
金
」
を
基

に
税
率
を
定
め
、
県
に
納

付
す
る
仕
組
み
に
変
わ
っ

て
い
る
。

問　
県
の
統
一
化
に
よ
り
、

今
後
か
な
り
の
国
保
税
が

想
定
さ
れ
る
が
、
国
の
制

度
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

　
次
に
、
現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
「
均
等
割
」
軽
減

の
拡
充
に
つ
い
て
の
町
の

対
応
は
。

答　
国
の
検
討
部
会
で
は

未
就
学
児
ま
で
と
定
め
ら

れ
て
い
る
均
等
割
保
険
税

の
５
割
軽
減
を
高
校
生
年

代
ま
で
拡
大
す
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
未
就

学
児
に
係
る
公
費
軽
減
に

加
え
、
本
町
で
は
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
国
と
地
方
公
共
団
体
に
は
「
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
に
足
り

る
住
宅
を
整
備
し
、
こ
れ
を
住
宅
に

困こ
ん

窮き
ゅ
うす

る
低
所
得
者
に
対
し
低て

い

廉れ
ん

な

家
賃
で
賃
貸
す
る
義
務
が
あ
る
」
と

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
町
営
住

宅
と
復
興
公
営
住
宅
の
違
い
は
。

答　
町
営
住
宅
は
、
指
摘
の
と
お
り

法
に
基
づ
き
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低

所
得
者
に
低
廉
な
家
賃
で
賃
貸
す
る

こ
と
を
目
的
に
整
備
し
た
住
宅
で
あ

る
。

　
一
方
、
復
興
公
営
住
宅
は
東
日
本

大
震
災
な
ど
で
住
ま
い
を
失
っ
た
被

害
者
の
生
活
再
建
を
目
的
に
建
設
し

た
住
宅
で
あ
り
、
現
在
は
空
き
家
状

況
を
見
て
、
一
般
募
集
に
よ
る
入
居

も
可
能
に
し
て
い
る
。

問　
復
興
公
営
住
宅
の
家
賃
減
免
措

置
の
さ
ら
な
る
延
長
の
考
え
は
。

答　
県
内
の
被
災
自
治
体
の
動
向
を

鑑
み
、
取
り
扱
い
を
検
討
し
て
い
る
。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

く
、
対
象
を
18
歳
ま
で
に

拡
大
し
、
均
等
割
の
免
除

を
継
続
し
て
い
る
が
、
国

の
制
度
改
正
が
施
行
さ
れ

れ
ば
、
当
該
経
費
に
か
か

る
財
政
支
援
が
見
込
ま
れ

る
。

問　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健

康
保
険
よ
り
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
国
保
税
だ
が
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
税
率
の
引
き
下
げ

ク
マ
対
策
に
つ
い
て

　
ク
マ
の
目
撃
情
報
に
よ
る
現
場
確

認
の
結
果
、
ク
マ
の
痕
跡
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
生
息
地
域
や
分
布

域
な
ど
、
科
学
的
調
査
に
基
づ
く
、

ク
マ
対
策
の
対
応
を
。

問　
「
い
じ
め
」
の
現
状

と
対
策
は
。

答　
10
月
末
時
点
で
小
学

校
６
件
、
中
学
校
４
件
の

合
計
10
件
。

　
「
い
じ
め
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

指
導
と
、
教
師
の
観
察
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

「
心
の
健
康
調
査
」、
月
１

回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。

問　
「
不
登
校
」
の
現
状

と
対
策
は
。

答　
小
学
校
９
名
、
中
学

校
21
名
の
合
計
30
名
。

　
「
心
の
健
康
調
査
」
に

よ
り
、
不
登
校
に
至
る
前

に
気
付
く
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
異
変
が
あ
っ
た
ら
教
職

員
や
専
門
員
に
よ
る
本

人
・
保
護
者
と
の
相
談
な

ど
を
行
い
、「
ケ
ア
ハ
ウ

ス
」
の
利
用
、
中
学
校
は

校
内
の「
学
び
支
援
教
室
」

で
過
ご
せ
る
よ
う
工
夫
し

教
室
復
帰
を
支
援
し
て
い

る
。

いじめと不登校の現況は
教育長　いじめは絶対にしてはならない

問　
公
共
施
設
ト
イ
レ
か

ら
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
が
撤

去
さ
れ
た
理
由
と
、
今
後

の
対
策
は
。

答　

コ
ロ
ナ
の
流
行
時
、

菌
の
飛
散
防
止
の
た
め
、

国
か
ら
公
共
ト
イ
レ
に
設

置
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ

ヤ
ー
使
用
を
控
え
る
よ
う

通
達
が
あ
り
、
一
時
的
に

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
設
置

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症

に
変
更
さ
れ
た
の
で
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
使
用
を
再
開
し

た
。

問　
公
共
の
ト
イ
レ
に
除

菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
暖
房
便

座
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を

導
入
す
る
考
え
は
。

答　

除
菌
目
的
の
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
の
で
、
除
菌
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
便
座
シ
ー
ト
は
衛
生
上

の
観
点
か
ら
難
し
い
。
暖

房
便
座
や
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
の
学
校
や
公
共
施
設
へ

の
設
置
率
は
、
便
座
が

100
％
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

は
83
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
未
設
置
施
設
は
改
修
計

画
や
財
政
な
ど
を
踏
ま
え

導
入
を
研
究
す
る
。

公
共
施
設
ト
イ
レ
に
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を

町
長　
流
行
状
況
に
応
じ
適
切
に
対
応
す
る

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

問　
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ま
ん
延
防
止
対
策

と
し
て
、
児
童
生
徒
や
乳

幼
児
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
マ
ス
ク
の
設
置
や
配

布
の
考
え
は
。

答　
令
和
５
年
３
月
か
ら

国
の
方
針
に
よ
り
、
マ
ス

ク
は
個
人
の
判
断
で
の
着

用
が
基
本
と
な
っ
た
。
マ

ス
ク
が
品
薄
の
際
は
配
布

し
た
が
、
現
在
は
マ
ス
ク

の
入
手
も
容
易
で
あ
る
。

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判

断
で
あ
る
事
か
ら
、
個
人

で
準
備
い
た
だ
き
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用

支
援
の
拡
充
は
。

答　
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種

は
令
和
７
年
度
か
ら
国
の

費
用
助
成
が
廃
止
さ
れ
た
。

接
種
者
の
負
担
増
を
避
け

る
た
め
、
支
援
金
額
を
引

き
上
げ
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か

いつもきれいに使ってね

伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員

ら
中
学
３
年
生
と
妊
婦
に

対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

実
施
し
て
お
り
、
郡
内
の

医
療
機
関
で
接
種
し
た
場

合
は
無
償
と
し
て
い
る
。

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　
現
時
点
で
の
税
率
引

き
下
げ
は
財
源
の
安
定
を

損
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
考

え
に
く
い
。

問　
現
実
と
し
て
、
非
常

に
重
い
税
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
物
価
高
騰
対
策
も

講
じ
ら
れ
て
い
る
な
か
税

率
引
き
下
げ
は
議
論
の
余

地
が
あ
り
、
町
と
し
て
の

対
応
を
強
く
求
め
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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そ の 他 議の 案

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

◇
子
育
て
環
境
整
備

調
査
内
容

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
制
度

内
容
、
町
の
対
応
予
定
及
び
新

た
に
条
例
で
規
定
す
る
項
目
を

調
査
し
た
。

意
見

　
制
度
制
定
後
、
専
属
職
員
２

名
の
配
置
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

人
員
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
た
い
。

　
施
設
面
積
の
確
保
も
同
様
で

あ
り
、
利
用
者
に
対
し
従
来
の

一
時
預
か
り
と
の
す
み
わ
け
を

十
分
周
知
し
、
有
効
活
用
を
図

ら
れ
た
い
。

◇
学
校
施
設
整
備

調
査
内
容

　
児
童
生
徒
の
学
習
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
災
害
時
に
は
避

難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
学
校

体
育
館
の
機
能
強
化
を
目
的
と

し
た
冷
暖
房
設
備
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
事
業

を
行
う
計
画
で
あ
る
が
、
冷
暖

房
設
備
の
全
国
的
な
需
要
急
増

に
備
え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

を
徹
底
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
熱
効
率
の
観
点
か
ら
窓
の
断

熱
化
工
事
な
ど
が
必
要
と
考
え

る
。
設
計
段
階
か
ら
留
意
し
、

効
率
的
な
施
工
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

町の仕事をチェック‼

議員のなり手不足対策調査特別委員会 活動報告

開催案内チラシ

　
委
員
会
で
は
調
査
・
検
討
項
目
を

整
理
し
、
結
論
や
方
向
性
を
い
つ
ま

で
出
す
の
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消

と
、
議
会
の
活
性
化
を
目
的
に
報
酬

の
見
直
し
や
定
数
の
妥
当
性
を
検
討

す
る
た
め
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
と
し
ま
し
た
。

◇
主
な
協
議
事
項

日
時　
２
月
15
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
）

講
師　
河
村　
和
徳　
氏

（
拓
殖
大
学　
教
授
）

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
議
会
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
議
員
の
な
り

手
不
足
解
消
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
え
る
か
を
考
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
回
覧
チ
ラ
シ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇�

議
員
の
な
り
手
不
足
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

○
加
美
町
・
大
和
町
議
会

　
両
町
で
は
、
な
り
手
不
足
対
策
・

議
員
報
酬
の
検
討
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
町
民
に
よ
る
委
員
会
を
組
織

し
た
う
え
で
検
討
協
議
し
、定
数
減・

報
酬
増
と
改
正
し
て
い
ま
す
。

◇
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

条 例
○山元町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（議案第44号）
　山元町特定重要児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例（議案第54号）
【委員長報告】審査の結果「可決すべきもの」
条例内容
国の「こども誰でも通園制度」の実施に伴い、町での運営について条例で定めたものです。
これにより我が町でも４月からスタートされます。

施行期日　　令和８年４月１日～

　12月24日に第３回議会臨時会が開催され、次の議案が可決されました。
　議案第66号　令和7年度山元町一般会計補正予算（第５号）
　議案第67号　令和７年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）
　これらは、国の「強い経済を実現する総合経済対策」に基づき、物価高騰の影響を受けて
いる町民や事業者を引き続き支援するため、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活
用し、各種支援に係る経費を追加計上したものです。

第 3 回 臨 時 会

「こども誰でも通園制度とは」
・�全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な
成育環境を整備します。
・�全ての子育て家庭に対して、保護者の多様な働
き方やライフスタイルにかかわらない形での支
援を強化します。
※�保育所に通っていない０歳６ヶ月～満３歳未満
が対象です。

○町独自の支援策
・全町民に１人当たり１万円の商品券を配布……………１億2,945万円
・町民事業者に水道の基本料金を減免…………………………1,620万円
・農漁業者、運輸等業者に燃油高騰支援………………………1,700万円
・福祉施設、医療機関等へ支援………………………………… 859万円
・児童手当支給対象の子ども１人当たり２万円を支給………2,700万円

○
亘
理
町
議
会

　
亘
理
町
で
は
、
区
長
会
の
要
請
に

よ
り
議
員
定
数・な
り
手
不
足
対
策・

議
員
報
酬
を
議
会
で
協
議
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
町
民
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

加美町での視察研修

そ
の
他
議
案

そ
の
他
議
案

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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○令和７年　第４回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第44号 山元町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例【P10に記載】

可　決
（全会一致）

議案第54号 山元町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例【P10に記載】

議案第55号 山元町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第56号 山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

議案第57号 山元町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

議案第58号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

議案第59号 山元町子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例

議案第60号 宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について

議案第61号 令和７年度山元町一般会計補正予算（第４号）【P2に記載】

議案第62号 令和７年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第63号 令和７年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

議案第64号 令和７年度山元町水道事業会計補正予算（第３号）

議案第65号 令和７年度山元町下水道事業会計補正予算（第２号）

○令和７年　第３回臨時会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第66号 令和７年度山元町一般会計補正予算（第５号）【P10に記載】
可　決

（全会一致）
議案第67号 令和７年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）【P10に記載】

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第９号
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民
が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境整備等を求める
意見書提出の陳情

一般社団法人　中国における
臓器移植を考える会
代表　丸山　治章

配　付

議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和７年10月１日～ 12月31日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13

竹
内
和
彦

髙
橋
眞
理
子

遠
藤
龍
之

丸
子
直
樹

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

齋
藤
俊
夫

岩
佐
孝
子

伊
藤
貞
悦

菊
地
康
彦

10

2 木 石川県穴水町議会視察対応 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

3 金 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

6 月 議会運営委員会 ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○

7 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 金 亘理名取市町議会連絡協議会議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 火 加美町・大和町議会視察研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 木 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

21 火
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議員のなり手不足対策調査特別委員会 ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ―

22 水 総務民生常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

23 木 広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

28 火 県議会・市町村議会議員セミナー ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

11

5 水 産建教育常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ―

6 木 第24回山元町・新地町議会議員交流会 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 月 全員協議会 ○ 公 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 火
全員協議会 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議員のなり手不足対策調査特別委員会 ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ―

12 木 町村議会議長全国大会（～11/13） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

14 金 県議長会議会広報研究会 ― ― ― 欠 ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

19 水 県町村議会議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

28 金
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報・広聴常任委員会 ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

12

1 月 議会運営委員会 ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○

3 水
旧JR山下駅前トイレ撤去経緯等調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議会議員のなり手不足対策調査特別委員会 ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ―

第４回議会定例会（12/5～12） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 水 議会議員のなり手不足対策調査特別委員会（亘理町議会視察研修含む） ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ―

19 金 仙南・亘理地方町議会議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

22 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 火 議会運営委員会 ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○

24 水

第３回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報・広聴常任委員会 ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

議 長 交 際 費
区　分

10月 11月 12月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 5,000 陸上自衛隊記念式典 − 19,000 仙南・亘理地方町議会議長
会情報交換会など

慶　弔 − − −

その他 12,232 穴水町議会視察研修対応物品
など − 3,850 視察研修時持参物品

合　計 17,232 − 22,850

議
案
等
審
議
結
果

議
案
等
審
議
結
果

議
会
活
動

議
会
活
動
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編
集
デ
ス
ク

太鼓とともに歩んだ26年
創作和太鼓集団　風雲　乱打舞　代表　伊藤　宏之

　2000年９月１日、名前を考える。皆で案を持ち寄り、「らんだむ」と命名。年齢も性別も職業も色々
な人が集えるという意味で、風雲は雲を突き抜ける龍のごとく、そんな意味をこめて名付けました。
　今年の９月で26年目に突入したのですが、結成から今現在に至っても小学生、中学生などの児童
生徒がいなかった時期が１日もないのです。そんな
子ども達の力を受けながら今まで続けてこられた気
がします。そして、そんな力をもらえる子ども達が
いる間は頑張って続けて行きたいとも思っています。
　最後に、ランダムな年齢の10代から50代までの
中間世代が不足しております。経験不問、自信の有
る無しに関わらず、興味のある方はぜひお問い合わ
せください。お待ちしております。

会　期：２月27日（金）～３月19日（木）
開　会：午前10時
本会議：２月27日・３月３日・４日・６日・19日
　　　　（一般質問：３月３日・４日）

令和８年 第１回山元町議会定例会（予定）

議会のホームページをご覧ください
山元町議会 検索
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